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して流れ場，温度場をシミュレートした結果，グラスホフ数がレイノノレズ数の 2 乗の約 1/10以下ではほ
ぼ強制対流熱伝達と考えてよく，乙れより大きくなるにつれて流れ模様も自然対流のそれに近づく乙とを
見出した。とのシミュレーションの結果は、既存の平均熱伝達率に関する実験結果ともよく一致する。同
じシミュレーションの手法を用いて，強制対流場におけるプラントル数の温度場に対する影響を検討し，
プラントノレ数が大きくなるにつれて温度場に対する流れ場の影響が顕著になる乙とを示した。
次iと，強制対流熱伝達の仮定のできる場合，適応観測器の理論を応用して，非定常，一様発熱円柱内の
任意の一点の温度測定値から円柱内非定常温度分布および表面熱伝達率を実時間推定する方法を提案し，
その可能性を数値実験によって示した。乙れは将来，新らしい熱伝達率測定法としτ実用化される可能性
を秘めたものとして注目される。
最後に，加熱円柱の自然対流場lと対する音響二次流れの影響をしらべた。進行波音場による伝熱促進効
果は主として直進型二次流れ(直進型音響流)に起因するものである乙とを実験的に明らかにした。さら
に，流体の交番運動単独の影響を調べるため，水平および、鉛直方向K振動する加熱円柱の周りの対流場に
ついて，新らしく工夫された安定かつ効率のよい方法で数値シミュレーションを行い，振動による二次流
れは流れ模様や局所熱伝達率には大きい影響を与えるが，全伝熱量に対しては影響が小さい乙とを明らか
lζ し fこ。
以上のように，本論文は実験と数値シミュレーションを適宜併用して，従来あまり知られていなかった
-522 一
複合対流熱伝達の機構を解明し，流れ場の詳細から表面熱伝達率分布を説明する乙とに成功している。本
論文の伝熱工学の発展に寄与すると乙ろ大であり，工学博士の学位論文として価値あるものと認めるo
円。のム? ?
